
つい最近2017年を迎えたのに、もう
半分が過ぎようとしている……と思っ
ているのは私だけではないはず。時
の速さを嘆く前に「一年を速く感じな
くなる」ことを目的に書かれた本書は
いかがでしょうか。複数の仮説からタ
イトルの疑問に迫る、科学エッセイ
です。 
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仏像の修復を生業とする著者。解体

した仏像の胎内からは、仏師や修理

に携わった人々の名を書いた木札

や墨書きが出てきます。はるか昔の

技術者の息づかいを感じ、仏像の

傍らに生きた人々の思いを垣間見る、

仏像修復師の仕事を紹介します。 

年を重ねても髪を染めず、そのまま

の髪色でお洒落を楽しむ女性たち。

仕事や日々の生活、好きな装いな

ど、いきいきと語る姿は自然体で美

しい。自分らしさを大切に生きる彼

女たちは、時を味方につけそれぞ

れの輝きを放っている。 

ある実験により戦国時代にタイムスリ
ップした自衛隊。彼らは歴史を変え
ようと画策し、それが現代にも影響を
与え、世界が滅びようとしていた。世
界を救うため結成されたロメロ隊は、
彼らの暴走を止められるのか――。
近代兵器が戦国の戦場を暴れまわ
る戦闘シーンは圧巻です。 

タイムマシンの仕組みとは、どういう

ものなのでしょうか。時間や空間の

概念とは？ 興味はあるけれど理解

するのに敷居が高いと思っている方

は、ぜひこの本にチャレンジしてみ

て下さい。理系に苦手意識のある方

にも分かりやすく書いてあります。 

人類最古の科学装置といわれてい
る日時計。時間だけでなく、夏至や
冬至を知ることもでき、暦としての機
能も持っていました。本書は日時計
の歴史や原理とともに、古今東西の
携帯用日時計が写真付きで紹介さ
れています。携帯用日時計が欲しく
なる一冊です。 

ゼンマイを動力として時を刻む機械
式時計の構造や歴史について、カ
ラー写真を用いてわかりやすくまと
めた一冊。熟練の時計師により精密
に組み上げられたムーブメントはた
め息が出るほど美しい（値段にも嘆
息）。眺めているだけでも楽しめるの
で、リラックスした時間にゆっくりと見
るのがオススメだ。 

日本の近代化の足跡を今に伝える、
工場施設や建造物、鉱山……それ
らを産業遺産と呼びます。背景には、
かつて日本の産業革命に賭けた先
人たちの奮励があるのです。全国の
119の遺産を通して、豊かな暮らしを
現代に残してくれた彼らに思いを馳
せます。 
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